







































1987 - 10 - I (n I 回発行) 


月刊 • えくてひあん-立 J 1 1と語ろう 立/ II に生きよう 


通巻39号 


II のモニュメント 

HI 野の渡し碑 



來冰來♦♦來家 M ♦♦政.'灰)^,來 〆 冰♦事來來 M •♦来光灰 


VX ) 1 1 $牙ぢ交撕 I ザ！ 
采丨 7 料定期湞 5 会 
ブラーム又/ 

ビア./は私曲讯 1 蚤 
父藿拙识 3 & 
m » • 古谷; a — / 

蚀赛 • 《辺健二 

於，冬摩教科ヤンターホール 
m * I 〇月 1 〇 B 

18 $ 3 〇分問泠 











r 卩妤の •»• しの出米たのは 
いつの頃だか誰も知らない a 
戸時代中期6枣年問この地に 
液しが移されたことは碓かで 
あろぅ . 」 

與新しい碑には、こぅ刻まれ 




•格別の费さがおそつた今年でし 
たが•過ぎ去つてみると、なにか 
愛 おしく おもわれるのは何故でし 
ようか。•「民謀流しおどり j に写 
夷家の三堀京教氏がおみえくださ 
り* シヤッタ —を柙 してく ださい 
ました。「«,散る」の. ft 瞰写典は 
r«J 氏の撮釤によるものです◊•俳 
句の谷川水牢さんからおたよりを 
項裁いたしまして、今年も「立川人. 
KJ をやるのでしたらと云つてお 
M 入はどご推昶をいただ—した。 
もう•逢末の催しをご心配いただ 
いている。有難い5*者をもつた t 
のと*ただ感謝。もし*皆？まの 
なかにも•ご推两いただけるよう 
な方、ご存じでしたら，ご一報の 
ほど◊•なでしこの岩つかみ咲 
くえくてびあん • 

IAJII 石 t 9 .# 美大 H •蜂子小川知 - flrajnl 子 
鼷川 * 田中*子率沢 iEiL 東裊仏子 
( 9鹿】天 Klt 冕板供 I 明含田 • 治 
スタジオ？ 6 $ 
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Ms 「切 W!J CT-qclfrT ぱ 
曲み谋呦， nktcif ^ 谀ユ 
:; し， rj^o わ〇い每 11 。诳 
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I 真如苑だょり 

- 

、来 すつかり秋めきました。お 
■元^ですか"秋は色<:たとぇ 
先ると F 白」だそ •> です*•「白秋」 
I といぅのはそのためです。 

この秋も如苑では皆さ 
0まのお越しをこころからお待 
^.;ちも•フしあげております。 

^I _ 

. 

% ■日時1002日 < fl ) 

午後2時丨4時 

0 ■即本年、輿如宝物館をはじ 
I めとして映画など进りだくさ 
衫んの用意がしてございます。 

I ■立川市 E <* 人)に限らせ 
来て項す。 

M ■お申し込 
<みは「ぇく 
|てびあん. 

^ n ンづーォ 

|ン」<本誌を 
抑^^してく 
|れた人)へ。 




江戸時代、この^しに*くと 
江戸を離れる入は速くまで来た 
と思い、江戸に向ぅ人は江•尸に 
近いとホ - y としたとか……。 

r 中州街道：〇野の漉しは+ 
一一一文 J と 5 われたそぅだが•現 
在の水 ft もさほど多くな 
客孿川を R ると"ここ 
をかつて小舟が漉つたと 
か、钛飼いが盛んだった 
ヒ m くと不思进な51持ち 
になる•日野の ift しは， 
大正 liL 年 • Hff 橋の柒 

檐とともに 消える◊その 

日野橋今では交通 S 




絵のキヤリアもさるこ 
とながら•この「白い烏 
の诗」のシリ—ズに取リ 
組んでから実に十年の® 
or を ft えるといぅ。 

「発 ffi の澉は太 re とか n ‘ M * 
海•山，闱，蜓など自然界のぅ 
つろいや •.& や佗などの小さな 
生命との触れ合いにあると 、 S 
分では思っているんで t 」 
とくに，. R のィメ —ジが強い 
ようにおもうのですが . 


「白い岛は’私の分身でもぁり 
II れの形でもあるんですね=具 
«にいたし i しても，抽象にい 
たしましても、時の蓄 M があつ 
て#内に内包されているものか 
なければ描けないんです j 

このお5¢をしてくださつたの 
も•第 iL 回多苹哚展(八王子 • 
そごぅ百货店)の会場山本さ 
んはここでも「水蓮の頃」と「碎 
けた n 」 の二作を出品されてい 
た❶旺盛な釗作意欲にも 「 a 然 
の限リない輪娌のさまはへあま 
リにも壮大すぎて私の小？な 
想いで滴たすには醞かしすぎま 
す」と*^|£な姿势をくず？ぬ 
あたりに，作品の魅力があるの 
かも知れない。 

絵は教えていないが、「掏芸教 
室」をもってぃて，100:8:0か 
ら立川で生徒さんの作品® (伊 
W 丹前「鈴畚ビル」 8 F ) も開 
かれるという* 


対談*夢はゆめ色』 

-清水弘文' t から刊行- 

立川商工会議所か発行している 
R 刊「とうもろう」に削刊号から 
年問連»された対談が、この.«， 
単行本にまとめられて「济水弘文 
堂」<乘京•神田> ょり発刊•十月三 
日から全国*店で一斉«允される。 

タィトルは -1 夢はゆめ色/その 
名のとおり•在 ffi 慕- f さん(女後)， 
海老 I 染太郎•染之助さん(曲芸 r 
細江英公さん(写真家 > らにょって， 

こころを「夢いろ」に染めてくれ 

る楽しい対談集となりそうだ。 














































































アイルランドからはるばるとグレン•シヤ—ブさんとデラニ— 
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